
　

近
く
な
の
に
ま
だ
行
っ
た
こ
と

が
な
い
。
そ
ん
な
市
内
の
ス
ポ
ッ

ト
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
「
近
く

へ
行
き
た
い
」。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
「
府
馬
の

大
ク
ス
」
で
す
。
私
た
ち
が
生
を

う
け
る
は
る
か
昔
に
芽
ば
え
た
命

は
、
長
い
歳
月
を
経
て
巨
樹
と
な

り
地
域
の
守
り
神
と
し
て
生
き
て

き
ま
し
た
。
そ
の
存
在
感
は
見
る

人
を
圧
倒
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

巨樹を訪ねる
府馬の大クス
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府馬の大クス

四季桜

香取神宮の森

安興寺の大杉

●安
あんこう

興寺の大杉
（市指定天然記念物）

　足利義満将軍の奥方
の安産祈祷寺であった
ことから「安産の寺」
として信仰をあつめて
きた安興寺に樹齢 400
年以上という大杉があ
ります。また、境内に
は 2 本の見事な紅しだ
れ梅もあります。

●四季桜
（市指定天然記念物）

まだまだ
ある

香取の巨
樹

　巨樹・古木は「府馬の大クス」
だけではありません。市内を
探してみてはいががですか。

　五郷内の樹林寺境内
に生育する桜で南北朝
時代応安年間に植樹と
の伝承があります。季
節外れの 10 月から 12
月に愛らしい花を咲か
せます。

●香取神宮の森（県指定天然記念物）

　信仰の場として保
護されてきた森には
幹まわり � ｍを超え
るスギをはじめ、イ
ヌマキ・モミなどの
巨樹が林立していま
す。神木杉や三本杉
などスギの老齢林と
しては県下でも有数
であり、学術的にも
貴重なものです。

展望台

展望台から見える眺望

巨樹ＭＡＰ in katori

人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

　

利
根
川
や
黒
部
川
を
望
む
丘
陵

地
の
宇う

が賀
神
社
に
巨
樹
「
府
馬
の

大
ク
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
枝
に
覆

わ
れ
て
い
る
境
内
に
足
を
踏
み
入

れ
る
と
巨
樹
が
姿
を
現
わ
し
ま

す
。

　

樹
齢
が
1
3
0
0
年
か
ら

1
5
0
0
年
と
も
い
わ
れ
る
大
ク

ス
は
、
根
が
隆
起
し
、
幹
に
は
凹

凸
が
多
く
、
枝
の
張
り
は
約
16
ｍ

か
ら
18
ｍ
、
幹
周
り
は
12
ｍ
と
い

う
威
風
堂
々
と
し
た
姿
は
、
長
い

歴
史
を
物
語
り
ま
す
。

　

国
内
で
も
最
大
級
の
府
馬
の
大

ク
ス
は
、
大
正
15
年
10
月
20
日
に

国
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。宇

賀
神
社
の
ご
神
木

　

宇
賀
神
社
は
宝
亀
4
年

（
7
7
3
年
）
宇う
け
も
ち
の
か
み

気
母
知
神
を
勧

誘
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ

る
府
馬
地
区
で
一
番
古
い
神
社
で

す
。
大
ク
ス
は
、
そ
の
ご
神
木
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
タ
ブ
ノ
キ

　

官
報
で
ク
ス
と
明
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
昭
和
44
年
の
本
田
正

次
博
士
の
調
査
で
タ
ブ
ノ
キ
と
判

明
し
ま
し
た
。
俗
に
イ
ヌ
グ
ス
と

呼
ば
れ
、
昔
か
ら
地
元
の
人
か
ら

大
ク
ス
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
種
目
を
違
え
告
示
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

　

タ
ブ
ノ
キ
は
、
ク
ス
ノ
キ
科
の

常
緑
高
木
で
東
北
地
方
以
南
の
森

林
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
照
葉
樹

林
の
代
表
的
樹
種
の
ひ
と
つ
で
、

花
は
春
に
咲
き
、
実
は
7
月
ご
ろ

に
実
り
ま
す
。

か
お
り
風
景
百
選
に
選
定

　

タ
ブ
ノ
キ
特
有
の
香
り
に
包
ま

れ
る
大
ク
ス
は
、
平
成
13
年
に
環

境
省
で
実
施
し
た
か
お
り
風
景
百

選
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
ク
ス
を
守
る
会
」
な
ど
が

発
足
し
保
護
活
動
を
す
る
な
ど
、

地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
、
育
ま

れ
て
き
た
大
ク
ス
は
、
次
の
世
代

に
残
し
伝
え
た
い
環
境
・
か
お
り

の
あ
る
風
景
と
し
て
全
国
に
知
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
ク
ス
展
望
公
園

　

大
ク
ス
の
隣
に
「
大
ク
ス
展

望
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。
約

2
8
0
0
㎡
の
公
園
に
は
、
芝
生

の
広
場
や
展
望
台
の
ほ
か
ト
イ
レ

や
ベ
ン
チ
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

公
園
は
、
県
の
田
園
空
間
整
備

事
業
と
し
て
、
地
域
の
特
徴
で
あ

る
農
業
・
農
村
の
持
つ
「
豊
か
さ
」

を
前
面
に
出
し
て
、
大
ク
ス
と
眺

望
を
生
か
し
た
整
備
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

展
望
台
か
ら
は
、
昔
は
、
大
ク

ス
か
ら
一
望
で
き
た
と
い
う
筑
波

山
を
望
む
田
園
風
景
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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市民アンケート結果市民アンケート結果
　市では、平成 20 年度を初年度と
する総合計画の策定にあたり、多
くの市民の皆さんにご協力をいた
だき「香取市の新しいまちづくり
に関する市民アンケート」を実施
しました。この調査の集計結果が
とりまとまりましたので、概要を
お知らせします。
　結果は、今後の市政運営やこれ
から策定する総合計画をはじめと
した各種計画づくりの基礎資料と
して活用させていただきます。
　なお、詳細は、市役所 1 階情報
コーナーと各区事務所自治振興課
に「結果報告書」を用意しています。
また、市ホームページでもご覧い
ただけます。

《調査の方法》
　本調査は、平成 18 年 9 月から
10 月までの間、住民基本台帳から
無作為に抽出（男女別、年代別、
地域別を考慮）した市内在住の満
16 歳以上の男女 2500 人を対象に
郵送による配送・回収方式（無記名）
で行われました。
　回収結果は、回収数 1274（回収
率 51.0％）でした。

《調査結果の見方》
　1人の回答者に 2つ以上の回答を
認めた設問では、百分比（％）の
合計は、100％を上回る場合があり
ます。
問い合わせ　企画政策課　

☎ (50)1206

「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
と
「
当
分
は
住
み
続
け
た

い
」
を
あ
わ
せ
る
と
76
・
9
％
の
人
が
『
住
み
続
け
た

い
』
と
回
答
し
て
お
り
、
市
民
の
香
取
市
へ
の
定
住
意

向
は
強
い
と
い
え
ま
す
。

「
暮
ら
し
や
す
い
」
と
「
比
較
的
暮
ら
し
や
す
い
」
を

あ
わ
せ
る
と
66
・
3
％
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
と

感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「安全」（29.4％）、「安心」（29.0％）、「自然環境」（29.0％）をあげ
る回答が多くなっています。

0 5 10 15 20 25 30
元気

公平性

あたたかさ

文化

歴史

にぎわい

ゆとり

伝統

やすらぎ

便利

健康

発展性

自然環境

安心

安全 29.4％
29.0％
29.0％

26.6％
18.5％

17.7％
16.8％

13.3％
12.2％

11.7％
11.6％

8.5％
8.3％

7.6％
7.5％

《その他の回答》
創造性 (5.8％ ), 美しさ (5.3％ ), 交
流 (4.9％ ), 多様性 (3.9％ ), 先進性
(3.8％),共生(2.7％),自立(2.5％),
合理性 (2.4％ ), 個性 (2.0％ ), 協
働 (0.8％ ), その他 (1.0％ ), 無回答
(2.0％ )

Ｑ

市全体、居住する地域とも、「保健・福祉・医療が充実した安心して暮ら
せるまち」（市全体 45.1％、居住する地域 29.4％）を望む回答が最も多く
あげられています。

保健・福祉・医療などが充実
した安心して暮らせるまち

豊かな自然環境と人が共存す
るまち

防犯や防災体制がしっかりし
た安全なまち

産業が活発なまち

道路網や公共交通網が充実し
た移動しやすい便利なまち

人に優しい誰もが暮らしやす
いまち

農林水産業や観光産業など地域
資源を活かした特色あるまち

生活関連施設などが整った生
活しやすいまち

古くから歴史や地域固有の文
化を活かしたまち

子どもを安心して育てること
ができるまち

子どもから大人まで人づくり
を重視する教育のまち

商業施設や住居など都市・生活機能が
コンパクトにまとまった快適なまち

国内外から人が集まる魅力を
持ったまち

文化･芸能活動が盛んなまち

地域やＮＰＯの活動など市民
が活発に行動するまち

その他

無回答

香取市全体

居住する地域

0 10 20 30 40 50

29.4％
22.4％
22.1％

19.2％
20.8％

18.4％
5.3％

17.8％
17.1％
17.4％

21.1％
15.2％

6.5％
14.0％

19.5％
13.0％

5.9％
11.5％

17.3％

8.8％
7.5％
8.1％
8.7％

7.7％
2.0％

5.7％
3.6％
3.6％

2.5％
0.4％
0.5％

19.5％
30.5％

45.1％

Ｑ

Ｑ Ｑ

【行政情報】

まちづくりで大切にしたいキーワード
今後のまちづくりで大切にしたいと思わ
れるキーワードをお選びください

〔複数回答方式〕

居住意向
今後も香取市に住み続けたいですか

地域の暮らしやすさ
お住まいの地域の暮らしやすさについ
てお答えください

望まれる将来の都市の姿
将来どのような都市になることを望まれますか

〔複数回答方式〕

ずっと住み
続けたい

（55.8％）
当分は住み
続けたい

（21.1％）

無回答（4.3％）わからない
（8.9％）

移転したい（2.4％）

できれば移転
したい（7.5％）

暮らしやすい
（16.6％）

比較的暮ら
しやすい

（49.7％）

無回答（3.3％）

どちらとも
いえない

（13.3％）

比較的暮らしに
くい（10.8％）

暮らしにくい
（6.3％）

私たちが暮らすまち…どう思っていますか？
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Ｑ

Ｑ

満足度の低いもの
　　1　不法投棄防止対策の強化
　　2　省エネルギーの推進
　　�　防犯・治安対策の充実　　
重要度の高いもの
　　1　救急体制の充実
　　2　不法投棄防止対策の強化
　　�　防犯・治安対策の充実

満足度の低いもの
　　1　地域医療体制の充実
　　2　大規模入所福祉施設の整備
　　�　認知症高齢者に対する支援　　
重要度の高いもの
　　1　地域医療体制の充実
　　2　在宅介護サービスの充実
　　�　認知症高齢者に対する支援

満足度の低いもの
　　1　青少年の健全育成
　　2　学校施設の耐震化
　　�　学校施設の地域開放の推進　　
重要度の高いもの
　　1　学校教育の充実
　　2　学校施設の耐震化
　　�　青少年の健全育成

満足度の低いもの
　　1　企業誘致の推進
　　2　商業の振興
　　�　工業の振興
重要度の高いもの
　　1　安全・安心な農産物生産などの推進
　　2　農業の担い手の育成
　　�　企業誘致の推進

満足度の低いもの
　　1　駅周辺既成市街地の整備
　　2　中心市街地の活性化
　　�　公共交通網の利用のしやすさ
重要度の高いもの
　　1　駅周辺既成市街地の整備
　　2　中心市街地の活性化
　　�　下水道など排水処理の整備

満足度の低いもの
　　1　情報公開制度の充実
　　2　地域活動に対する支援の充実
　　�　市民の市政参加機会の充実
重要度の高いもの
　　1　地域活動に対する支援の充実
　　2　情報公開制度の充実
　　�　市民活動に対する支援の充実

【行政情報】

開
催
日

開
催
場
所

対　

象　

地　

区

2
月
2
日
㈮

18
時
�0
分
～

小
見
川
文
化

会
館

第
1
会
議
室

南
下
宿
・
北
下
宿
・
新
開
町
・

内
浜
・
外
浜
・
八
日
市
場
・

野
田
・
本
郷
・
栄
町

2
月
4
日
㈰

1�
時
�0
分
～

小
見
川
西
小

学
校

体
育
館

織
幡
・
油
田
・
東
谷
・
八
本
・

白
井
・
山
川
・
虫
幡
・
虫
幡
平
石
・ 

木
内
・
上
小
堀
・
新
福
寺

2
月
7
日
㈬

18
時
�0
分
～

小
見
川
文
化

会
館

第
2
会
議
室

北
小
川
・
南
小
川
・
南
原
地

新
田
・
羽
根
川
・
新
々
田
・

入
会
地
・
西
住
金
団
地
・

東
住
金
団
地

2
月
9
日
㈮

18
時
�0
分
～

府
馬
小
学
校

体
育
館

在
郷
・
原
宿
・
入
小
保
内
・

遠
茶
・
山
帰
・
南
四
ツ
塚
・

長
岡
郷
・
長
岡
東
・
宮
志
・
古
内
・

日
下
部
住
宅
・
向
堆
住
宅

2
月
14
日
㈬

18
時
�0
分
～

小
見
川
北
小

学
校

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

一
ノ
分
目
・
一
ノ
分
目
新
田
・

三
ノ
分
目
・
富
田
・
下
小
堀
・

分
郷
・
増
田
・
水
郷
団
地

2
月
16
日
㈮

18
時
�0
分
～

高
萩
小
学
校

体
育
館

高
萩
・
受
所
・
上
の
台
・

中
峰

2
月
18
日
㈰

1�
時
�0
分
～

沢
区
民
セ
ン

タ
ー

沢
・
開
進
・
倉
沢
・
宿
原

2
月
21
日
㈬

18
時
�0
分
～

山
倉
小
学
校

体
育
館

山
倉
・
大
角
・
新
里
・
桐
谷 

・
鳩
山
・
小
川

2
月
22
日
㈭

18
時
�0
分
～

小
見
川
東
小

学
校

図
書
室

阿
玉
川
・
下
飯
田
・
岡
飯
田 

・
布
野
・
川
頭
・
北
原
地
新
田
・

県
営
住
宅

2
月
25
日
㈰

1�
時
�0
分
～

栗
源
公
民
館

講
堂

浅
黄
東
部
・
浅
黄
西
部
・
西
崎 

・
大
畑
・
東
野
・
助
沢
・
西
田

部
・
苅
毛
・
荒
北
・
浅
間
台

2
月
27
日
㈫

18
時
�0
分
～

小
見
川
南
小

学
校

な
か
よ
し
ホ
ー
ル

五
郷
内
・
和
泉
・
貝
塚
・
阿

玉
台
・
久
保

今
月
の
市タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

民
懇
談
会
の
日
程

※
対
象
地
区
の
開
催
日
に
限
ら
ず
、
ど
こ
の
会
場
で
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
都
合
に
よ
り
、
開
催
日
や
開
催
場
所
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

※
開
催
時
間
は
1
時
間
�0
分
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課　

☎
(50)
1
2
0
4

　

自
治
振
興
課　

☎
(82)
1
1
1
2

　

自
治
振
興
課　

☎
(78)
2
1
1
1

　

自
治
振
興
課　

☎
(75)
2
1
1
1

→「不法投棄防止対策の強化」の満足度が低
く、「救急体制の充実」、「不法投棄防止対策
の強化」などの重要度が高くなっています。

→健康・福祉分野の満足度が全般的に低い中
で、「地域医療体制の充実」が突出して低く、
重要度も突出して高くなっています。

→「学校教育の充実」、「青少年の健全育成」
などの満足度がやや低く、「学校教育の充実」
をはじめ、子どもの教育に関する項目の重要
度が高くなっています。

→　産業・経済分野の満足度は全般的に低く、
農業・商業関係、企業誘致、観光振興の重要
度が高くなっています。

→　都市基盤分野の満足度は全般的に低く、
「駅周辺既成市街地の整備」、「中心市街地の
活性化」などの重要度が高くなっています。

※「満足度の低いもの」「重要度の高いもの」は、それぞれ主なもの � 項目のみを掲載しています

まちづくりの満足度・重要度
これまで進めてきたまちづくりの「満足度」と、これから進
めていく上での「重要度」について、おたずねします。

香取市の市政運営に望むこと
新しい香取市の市政運営についてどのようなことを望みますか

0 5 10 15 20 25 30 35 40

事業の見直しなどによる財政の健全化
土日開庁など市民サービスの向上

地域に根ざしたきめの細かい市政運営
地域の特性を活かした市民主役のまちづくり

より専門性の高い職員の配置
民間の感覚による都市経営への転換

行政情報の積極的な発信・公開
行政と市民・団体・事業者との役割分担

歳入の安定確保と行政による積極的な施策の展開
企業や NPO などからの公共サービスの提供
歳出の削減と行政が提供するサービスの縮小

施策の選択と集中による予算の重点配分
ソフト施策を重視したまちづくり

その他
無回答

「財政の健全化」（37.4％）、「市民サービスの向上」（36.2％）、「きめ細かい市政運営」（34.5％）
を求める声が多くあげられています。

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

→　満足度、重要度とも項目ごとに大きな違
いが見られません。

都市経営分野

生活・環境分野

健康・福祉分野

教育・文化分野

産業・経済分野 都市基盤分野

　

2
月
の
市
民
懇
談
会
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

開
催
地
区
は
小
見
川
区
、
山
田
区
、
栗
源
区
の
11
会
場

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

37.4％
36.2％

34.5％
24.5％

21.0％
18.1％

11.5％
11.3％
11.0％

8.6％
8.2％

6.8％
2.6％

1.6％
12.1％
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ど
の
会
場
で
も
申
告
相
談
が

で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
都

合
の
よ
い
会
場
で
申
告
を
し
ま

し
ょ
う
。　

毎
年
、
3
月
は
窓

口
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
2

月
中
の
申
告
を
お
勧
め
し
ま

す
。

︽
市
・
県
民
税
︾　

◎
申
告
が
必
要
な
人　

　

平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
、

香
取
市
在
住
者
で
次
の
①
〜
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で

す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
人
は
市
・
県
民
税

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
18
年
1
月
か
ら
12
月
ま

で
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
人

▽
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所

得
・
退
職
所
得
（
特
別
徴
収
を

し
て
い
な
い
人
）・
利
子
・
配

当
・
不
動
産
・ 

譲
渡
・
一
時
・

雑
所
得
な
ど

②
給
与
所
得
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
勤
務
先
か
ら
香
取
市
へ
「
給

与
支
払
報
告
書
」
の
提
出
が
な

か
っ
た
人
（
勤
務
先
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
）
▽
給
与
所
得
の

ほ
か
、
事
業
や
不
動
産
な
ど
の
所

得
が
あ
っ
た
人　

▽
給
与
を
2

カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

（
恩
給
や
年
金
受
給
者
な
ど
も

含
む
）
▽
雑
損
控
除
や
医
療
費

控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る

人　

▽
平
成
18
年
中
に
退
職
し

た
人

③
所
得
が
な
か
っ
た
人

　

平
成
18
年
中
に
自
分
の
所
得

が
な
く
、
扶
養
親
族
に
も
な
っ

て
い
な
か
っ
た
人
は
、
昨
年
の

生
計
（
収
入
）
状
況
を
書
い
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
健

康
保
険
税
や
非
課
税
証
明
な
ど

の
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
香
取
市
に
住
ん
で
い

な
い
人
で
も
平
成
19
年
1
月
1

日
現
在
、
次
の
よ
う
な
人
は
申

告
が
必
要
で
す
。

▽
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
ま

た
は
家
屋
敷
が
あ
る
人　

▽
実

質
上
の
生
活
の
本
拠
地
が
香
取

市
に
あ
る
人

◎
必
要
な
も
の　

▽
印
鑑　

▽
所
得
を
証
明
す
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
給
与
証

明
書
）　

▽
売
上
、
仕
入
、
経

費
を
集
計
し
た
資
料　

▽
社
会

保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
個
人

年
金
保
険
料
や
医
療
費
・
寄
附

金
な
ど
が
あ
っ
た
人
は
、
そ
の

領
収
書
や
証
明
書
な
ど
（
社
会

保
険
庁
か
ら
の
控
除
証
明
書
な

ど
）
▽
前
年
の
申
告
書
や
収
支

内
訳
書
な
ど
の
控
え

◎
農
業
所
得
の
計
算
方
法　

　

農
業
所
得
の
計
算
に
あ
た
っ

て
は
、
収
入
や
必
要
経
費
を
項

目
別
に
わ
け
て
、
1
年
間
の
合

計
金
額
を
計
算
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
領
収
書
な
ど
の
保
存
と

記
帳
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
期
間
中
に
農
業
所
得
を

市
役
所
で
申
告
相
談
さ
れ
る
人

は
、
帳
簿
な
ど
か
ら
「
必
要
経

費
集
計
表
」
に
ま
と
め
て
持
参

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
（50）
1
2
4
2 

︽
所
得
税
︾　

◎
申
告
が
必
要
な
人　

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
人

▽
平
成
18
年
1
月
か
ら
12
月
ま

で
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

基
礎
控
除
・
配
偶
者
控
除
・
配

偶
者
特
別
控
除
・
扶
養
控
除
・

社
会
保
険
料
な
ど
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

▽
給
与
の
年
収
が
2
千
万
円
を

超
え
る
人　

▽
給
与
以
外
の
所

得
が
20
万
円
を
超
え
る
人　

▽

給
与
の
支
払
い
を
2
カ
所
以
上

か
ら
受
け
て
い
る
人

◎
税
金
が
戻
る
人　

　

給
与
所
得
の
あ
る
次
の
よ
う

な
人
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
戻
っ
て
く
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
災
害
で
損
害
を
受
け
た
人

▽
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

▽
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど

で
取
得
し
た
人

　

所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
申

告
期
間
前
で
も
税
務
署
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
、

各
種
証
明
書
、
領
収
書
が
必
要

で
す
。
金
融
機
関
の
口
座
振
込

で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
退
職
し
再
就
職
を
し
て
い
な

い
人

　

年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職

を
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
年

の
給
与
は
普
通
、
年
末
調
整
が

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
所
得
税
が

納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

を
す
る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ

ま
す
。

◎
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
人　

　

平
成
18
年
中
に
、
土
地
や
建

物
な
ど
を
譲
り
渡
し
た
り
交
換

し
た
り
し
た
場
合
は
、
譲
渡
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

佐
原
税
務
署　

☎
(54)
1
3
3
1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告　

　

所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
は
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス:

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
行
え
ま
す
。
詳
細
はhttp://

w
w
w
.e-tax.n

ta.go.jp

ま

た
は
佐
原
税
務
署
ま
で
。

決
算
、
確
定
申
告
、
消
費
税
無

料
相
談
日　

　

香
取
青
色
申
告
会
主
催
に
よ

る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

2
月
20
日
㈫
・
21
日

㈬　

9
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

小
見
川
区
事
務
所
情

報
セ
ン
タ
ー

■
日
時　

2
月
22
日
㈭
・
23
日

㈮ 　

9
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

香
取
青
色
申
告

会　

☎
(54)
5
0
4
1

税
の
納
付
は
口
座
振
替
で　

　

納
税
（
市
税
、
所
得
税
、
消

費
税
な
ど
）
は
、
納
期
限
日
に

自
動
的
に
引
き
落
と
し
と
な
る
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
翌

年
以
降
も
自
動
的
に
継
続
さ
れ

ま
す
。
貯
金
通
帳
、
通
帳
の
届

出
印
、
納
税
通
知
書
を
持
っ
て
、

各
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆市役所（5 階大会議室）
◆小見川文化会館（第 1 会議室）
◆山田区事務所（市民ギャラリー）
◆栗源保健センター（2 階会議室）

2月16日㈮～ 3月15日㈭ 月～金曜日 8 時 30 分～17 時
申告受付相談

○ 2 月の日曜日に申告相談受付実施
　2 月 18 日　山田区事務所　　
　2 月 25 日　本庁・小見川文化会館・栗源保健センター

︻
会　

場
︼

みご ガ エ ルの こ と か ん

2
月
16
日
か
ら

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

report No.1

ど
こ
ま
で
で
き
る
か

ご
み
減
量
化
！

　

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
生

ご
み
処
理
機
な
ど
を
購
入

し
て
、
堆
肥
化
・
減
量
化

す
る
人
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

①
生
ご
み
処
理
容
器
︵
コ

ン
ポ
ス
ト
化
容
器
、
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
容
器
な
ど
︶

購
入
価
格
の
2
分
の
1

（
�
千
円
を
限
度
）
1
世
帯

2
基
ま
で

②
生
ご
み
処
理
機
︵
電
動
式
︶

購
入
価
格
の
2
分
の
1

（
2
万
円
を
限
度
）
1
世
帯

1
機
ま
で

■
申
請
の
方
法 

領
収
書
、

保
証
書
（
ま
た
は
カ
タ
ロ

グ
な
ど
）、
印
鑑
、
振
込
先

の
口
座
番
号
の
わ
か
る
預

金
通
帳
な
ど
を
持
参
し
、

環
境
安
全
課
ま
た
は
各
区

市
民
環
境
課
へ

生
ご
み
を堆
肥
化

生
ご
み
処
理
容
器
・
処
理

機
な
ど
に
補
助

と
こ
と
ん
分
別

　

生
活
の
中
で
、
何
気
な
く
捨

て
て
い
る
「
ご
み
」。

　

ご
み
は
資
源
と
し
て
有
効
に

活
用
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ご
み
を
し
っ
か
り

分
別
す
れ
ば
ご
み
の
減
量
化
や

再
資
源
化
が
進
み
、
処
理
費
用

の
軽
減
や
自
然
環
境
保
全
、
ま

た
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
へ
の

悪
影
響
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

焼
却
施
設
に
持
ち
込
ま
れ
る

ご
み
の
内
容
は
、
紙
・
布
類
が

約
4
割
、ビ
ニ
ー
ル
類
約
2
割
、

生
ご
み
約
3
割
で
全
体
の
9
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
容

器
包
装
類
は
、
容
積
比
で
約
6

割
と
私
た
ち
の
出
す
ご
み
の
中

で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
分
別
を
徹
底

し
「
ご
み
を
減
ら
す
意
識
」
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

○
し
っ
か
り
水
切
り

○
食
べ
残
し
や
料
理
く
ず
を
減

ら
す

○
堆
肥
化
で
リ
サ
イ
ク
ル

容
器
包
装
ご
み
を

減
ら
す
た
め
に

○
マ
イ
バ
ッ
グ
で
レ
ジ
袋
N
O

○
詰
め
替
え
商
品
や
リ
サ
イ
ク

ル
商
品
を
選
ぶ

○
つ
ぶ
し
て
出
す
ア
ル
ミ
缶

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ラ
ベ
ル
・

キ
ャ
ッ
プ
を
取
っ
て
す
す
い
で

つ
ぶ
す

○
紙
パ
ッ
ク
は
開
い
て
水
洗
い

し
乾
燥

○
白
色
ト
レ
イ
は
、
ス
ー
パ
ー

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

問
い
合
わ
せ

環
境
安
全
課　

☎
（50）
1
2
4
8
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香
取
市
に
は
、楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
や
出
来
事
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な
ホ
ッ

ト
な
ま
ち
の
話
題
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

全
を
守
る
決
意
を
新
た
に

香
取
市
消
防
団
消
防
出
初
式

安

▲式典に参加した大勢の成人でいっぱいとなった市民体育館

千
百
十
七
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
う

香
取
市
成
人
式

▲晴れ着を着て式典に臨む新成人

　

香
取
市
で
初
め
て
と
な
る
香

取
市
消
防
団
消
防
出
初
式
が
1

月
6
日
、
佐
原
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
、

消
防
関
係
者
、
来
賓
な
ど
の
参

加
者
は
市
民
の
安
全
を
守
る
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
雨
天
の
た
め
市

役
所
駐
車
場
で
予
定
さ
れ
て
い

た
分
列
行
進
な
ど
は
中
止
と
な

り
式
典
の
み
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
式
で
は
、
新
た
に
作
っ

た
香
取
市
消
防
団
の
団
旗
も
披

露
さ
れ
、
村
田
団
長
は
「
地
域

住
民
の
生
命
・
財
産
を
ま
も
る

こ
と
や
生
活
の
安
全
確
保
が
強

く
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
使
命
だ

と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
香
取

市
域
に
お
け
る
消
防
団
の
必
要

性
を
訓
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
消
防
団
員
と
し
て
地
域
消

防
に
貢
献
さ
れ
た
人
た
ち
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲新しく作った団旗が入場

▲式であいさつする宇井市長

　

合
併
後
初
め
て
と
な
る
成
人
式
が
1

月
7
日
、
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
式
典
に
は
、
真

新
し
い
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
な
ど
で
着

飾
っ
た
新
成
人
が
集
ま
り
、
20
歳
の
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
香
取
市
で
は
1
1
1
7
人
︵
男

性
5
7
4
人
、
女
性
5
4
3
人
︶
が
新

し
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
、
式

に
は
9
3
2
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
宇
井
市
長
は
「
新
生
香
取
市
を

担
う
中
心
的
な
逸
材
と
し
て
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る

と
新
成
人
代
表
の
4
人
も
20
歳
の
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

げをなでて「もう一杯」
ひげなで祭ひ

　初詣客と骨董市でにぎ
わう八坂神社で1月7日、
獅子舞の奉納が行われま
した。60年前ほどには正
月の風物詩だったという
獅子舞。薄れつつある日
本の正月の風情を味わっ
てほしいと佐原囃子愛好
家の「惠

え す み か い

壽美会」の皆さ
んにより復活しました。
奉納後は八坂神社を中心
に舞を披露し、各家々の
軒先を回りました。

本の正月風情を堪能
佐原囃子と獅子舞日

　五穀豊穣・子孫繁栄を
祈願する「ひげなで祭」
が1月10日、側高神社で
行われました。祭り当番
の引継ぎ行事として行わ
れ、新旧当番が大椀のお
酒を飲み比べをする神事
です。ひげをなでたら
「もう一杯」と相手に酒
を勧めるのが作法で、勧
められた酒は断ることが
できず、何杯でも応じな
ければなりません。

▲ひげをなでて酒を勧める姿に
見物人たちから歓声と笑い声が起こる

▲八坂神社で披露する獅子舞
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2
月

　

水
生
植
物
園
の
美
し
い
花

シ
ョ
ウ
ブ
や
ハ
ス
の
花
を
咲
か

せ
る
担
い
手
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

55
歳
位
ま
で
の
健

康
な
女
性
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
証
を
所
有
し
継
続
勤
務

（
6
カ
月
更
新
）
で
き
る
人

■
仕
事
の
内
容　

花
シ
ョ
ウ
ブ

の
植
え
替
え
・
除
草
な
ど

■
勤
務
時
間　

8
時
30
分
〜
17

時
15
分

■
賃
金　

時
給
7
7
5
円

■
募
集
人
員　

若
干
名

　

2
月
20
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書

を
持
参
し
水
生
植
物
園
へ
（
月

曜
日
休
園
）
☎

（56）
0
4
1
1

■
対
象　

20
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
者

■
日
時　

2
月
19
日
・
26
日
・

3
月
5
日
・
12
日
・
19
日
（
い

ず
れ
も
月
曜
日
）　

19
時
〜
21

時　

全
5
回
コ
ー
ス

■
場
所　

小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
機
器
の
正
し
い
使
い
方

と
個
人
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成　

②
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど

■
持
ち
物　

上
履
き
、
タ
オ
ル

■
参
加
費　

5
0
0
円

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

　

2
月
9
日
㈮
ま
で
に
小
見
川

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
0
1

　

一
緒
に
健
康
づ
く
り
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

2
月
13
日
㈫
・
27
日

㈫　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
会
費　

無
料

■
内
容　

健
康
体
操
、
転
倒
予

防
歩
行
訓
練
、
血
流
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス
、
デ
ィ

ス
コ
ダ
ン
ス
な
ど（
見
学
自
由
）

　

地
域
文
化
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー　

松
田　

☎
（56）
0
7
8
4 

☎
0
9
0（
3
5
0
9
）7
2
7
3

■
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
以

上
の
男
女

■
募
集
人
員　

30
人

■
願
書
受
付　

2
月
19
日
㈪
ま

で■
試
験
日　

2
月
21
日
㈬

■
試
験
科
目　

国
語
・
作
文
・

面
接

■
就
業
年
限　

2
年

※
修
学
資
金
制
度
が
あ
り
ま
す

　
　

佐
原
准
看
護
学
校

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
2
7
4
5

　

千
葉
県
生
涯
大
学
校
東
総
学

園
（
銚
子
市
台
町
2
2
0
3
）

で
は
入
学
生
の
2
次
募
集
を
行

い
ま
す
。

■
対
象　

県
内
に
居
住
す
る
60

歳
以
上
の
人
（
昭
和
22
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

■
募
集
学
科　

福
祉
科
、
生
活

科
、
園
芸
科
、
陶
芸
科

■
授
業
料　

年
額
1
8
0
0
0

円
（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

■
登
校
日　

週
1
回
（
年
間
37

日
程
度
）

■
願
書
受
付　

2
月
9
日
㈮
〜

28
日
㈬

　

千
葉
県
生
涯
大
学
校
東
総
学

園　

☎
0
4
7
9

（25）
2
0
3
5

■
対
象　

認
知
症
の
人
や
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
人　

■
日
時　

2
月
20
日
㈫　

13
時

〜
15
時
30
分
（
途
中
退
出
可
）

■
場
所　

山
田
公
民
館　

■
参
加
費　

無
料

■
内
容　
「
介
護
者
の
つ
ど
い

〜
自
分
で
抱
え
こ
ま
な
い
た
め

に
〜
」　

認
知
症
の
お
話
と
認

知
症
の
人
な
ど
と
の
暮
ら
し
の

な
か
で
、
困
っ
て
い
る
こ
と
・

わ
か
ら
な
い
こ
と
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
交
換
：
講
師　

宮

原
二
三
代
先
生
、
児
島
和
子
先

生
（
財
団
法
人
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
）

　
　

健
康
福
祉
課　

　
　
　
　
　
　

☎
（78）
2
1
1
4

　

眠
っ
て
い
る
資
格
を
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
職
場
復
帰
応

援
し
ま
す
。

■
対
象　

看
護
師
の
資
格
を
有

し
て
い
る
が
現
在
離
職
し
て
い

る
人
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
期
間　

3
月
12
日
㈪
〜
4
月

2
日
㈪
午
前
中
の
み

■
場
所　

国
保
小
見
川
総
合
病

院
付
属
看
護
専
門
学
校
お
よ
び

国
保
小
見
川
総
合
病
院

■
内
容　

基
礎
看
護
学
の
講
義

と
演
習
、
成
人
看
護
学
の
演
習

■
費
用　

実
費
の
み

　

3
月
5
日
㈪
ま
で
に
国
保
小

見
川
総
合
病
院
付
属
専
門
学
校

へ　

☎
（82）
2
8
3
1

　

市
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
生
涯
学
習
団

体
に
対
し
て
小
中
学
校
施
設
を

開
放
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
佐
原
区
利
用

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
年
間
を
通
じ
た
利

用
を
希
望
す
る
団
体
は
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

平
成
19
年
度
に
佐
原

区
の
小
中
学
校
体
育
館
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
利
用
を
希
望
す
る
団

体■
日
時　

2
月
16
日
㈮　

15
時

〜■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
大

会
議
室

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
2
1

　

職
業
の
相
談
・
紹
介
、
求
人

の
受
理
、
そ
の
他
の
職
業
安
定

行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　

2
月
20
日
㈫　

10
時

〜
15
時

■
場
所　

小
見
川
文
化
会
館
第

2
会
議
室

　

佐
原
公
共
職
業
安
定
所　

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
1
1
3
2

商
工
観
光
課　

☎
（50）
1
2
1
2

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
4
月
1

日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い

な
い
場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
と

し
て
額
面
40
万
円
10
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
要
件
有
り
）

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

生
活
福
祉
課
☎

（50）
1
2
0
9

　

健
康
福
祉
課
☎

（82）
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課
☎

（78）
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課
☎

（75）
3
0
0
0

■
健
康
・
栄
養
相
談

◇
日
時　

2
月
16
日
㈮　

9
時

30
分
〜
11
時
30
分

◇
内
容　

骨
密
度
・
血
圧
測
定

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

い■
職
業
・
雇
用
保
険
・
技
能
習

得
相
談

◇
日
時　

2
月
22
日
㈭　

13
時

30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

①
②
ど
ち
ら
の
相
談

健 康

暮
ら
し
の

情
報

2007.February

【暮らしの情報】

募集

上手な子育てで親も育とう

保健師 ／ 粟野 智恵

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファックス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

お知らせ

講座
教室

准
看
護
学
生

水
生
植
物
園
の

臨
時
作
業
員

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

毎
日
の
よ
う
に
子
ど
も
へ
の
虐
待

や
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
な
ど
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

　

子
育
て
は
、
な
か
な
か
育
児
書

ど
お
り
に
は
い
か
な
い
も
の
。

　

が
ん
ば
っ
て
い
る
の
に
み
ん
な

か
ら
「
が
ん
ば
っ
て
」
と
言
わ
れ

る
と
傷
つ
き
育
児
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
つ
い
つ

い
子
ど
も
を
叱
り
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
寝
顔
を
見
な
が
ら
「
ご

め
ん
ね
」
と
謝
っ
た
お
母
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
が
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
は
よ
く
あ
り

ま
す
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
親
と
し
て
成
長
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
苦
し
い
時
は
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
ま
わ
り
に
サ
イ
ン
を
出
す
こ
と
も

大
切
で
す
。

①
な
ん
で
も
完
璧
に
や
ろ
う
と
思
わ
な
い
。
家

事
と
子
育
て
を
完
璧
に
と
は
思
わ
ず
、
た
ま
に

は
手
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
い
い
母
親
を
演
じ
な
い
。
い
い
母
親
に
な
ろ

う
と
が
ん
ば
ら
ず
、
子
ど
も
と
は
ほ
ど
ほ
ど
の

距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
困
っ
た
と
き
は
助
け

を
求
め
る
。
身
近
な
人
だ
け
で
な
く
専
門
機
関

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
母
親
に
母
性
を
押
し
付
け
な
い
。

②
母
親
が
困
っ
て
い
た
ら
声
を
か
け
て
ち
ょ
っ

と
手
助
け
す
る

な
ど
の
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
切
で
す
。

　

子
育
て
は
、
苦
し

い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
そ
の

反
面
新
し
い
発
見
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
笑
顔
が
絶
え
な

い
家
庭
が
増
え
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

初
級
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

講
座
参
加
者

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

物
語
参
加
者

家
族
介
護
教
室

看
護
師
再
就
職
支
援

公
開
講
座

学
校
開
放
の

利
用
説
明
会

一
日
職
業
移
動

安
定
所
を
開
設

み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
相
談
会

千
葉
県
生
涯
大
学
校

東
総
学
園
の
入
学
生

特
別
弔
慰
金
等
の

請
求
は
お
済
み
で
す
か

上
手
な
子
育
て
親
育
ち
の
秘
け
つ

周
り
の
人
も
こ
こ
に
気
を
付
け
て
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も
み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
6
9
6
3

■
日
時　

2
月
17
日
㈯　

10
時

〜
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

建
築
に
関
す
る

こ
と
な
ら
な
ん
で
も

　

千
葉
県
建
築
士
会
香
取
支
部

林　

☎
（55）
1
0
1
2

　

地
域
住
民
が
認
知
症
を
知
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
暮
ら
し

続
け
て
い
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症
を

テ
ー
マ
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
当
日
は
手
話
通
訳
が
つ

き
ま
す
。

■
日
時　

3
月
3
日
㈯　

13
時

〜
16
時

■
場
所　

山
田
公
民
館

■
内
容　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
・
介
護
劇
な
ど

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

地
区
回
覧
の
申

し
込
み
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
先
着
3
0
0
人
）

　

介
護
保
険
課
☎

（50）
1
2
0
8

　

2
月
は
相
続
登
記
促
進
月
間

で
す
。
相
続
登
記
は
早
め
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

相
続
登
記
を
何
代
に
も
わ

た
っ
て
放
置
し
て
お
く
と
権
利

関
係
が
複
雑
に
な
り
、
後
日
さ

ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

ま
す
。

　

千
葉
県
下
の
司
法
書
士
の
事

務
所
で
は
月
間
中
「
相
続
登
記

に
関
す
る
無
料
相
談
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

千
葉
司
法
書
士
会
香
取
支
部

大
崎　

☎
（54）
3
6
7
5

ち
ば
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
0
4
3
（
2
0
4
）
8
3
3
3

　

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
が
さ

ら
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
に
限
り
、
現
行
の

Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引
料
金
を
、
さ
ら
に

3
割
引
す
る
社
会
実
験
を
実
施

し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

2
月
28
日
㈬
ま

で■
対
象
道
路　

東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン

■
対
象
車
両　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車

■
割
引
内
容　

現
行
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ

割
引
料
金
か
ら
さ
ら
に
3
割
引

例
普
通
車
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
）　

2
3
2
0
円⇒
1
6
2
0
円

（
7
0
0
円
お
得
！
）

■
対
象
時
間　

6
時
〜
10
時
・

14
時
〜
20
時

　

千
葉
県
道
路
計
画
課

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
3
2
9
8

　

http://www.aqua-jikken.com

　

佐
原
の
歴
史
、
文
化
、
生
活

そ
の
も
の
を
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
「
お
か
み
さ
ん
会
」
が
中

心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
佐
原
ま
ち
ぐ
る
み
博
物
館
」。

昨
年
に
引
き
続
き
企
画
展
「
さ

わ
ら
雛
め
ぐ
り
」
を
3
月
18
日

㈰
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
各
「
博
物
館
」
を

は
じ
め
、佐
原
町
並
み
交
流
館
、

県
立
中
央
博
物
館
大
利
根
分
館

や
伊
能
忠
敬
記
念
館
な
ど
で
も

雛
人
形
を
展
示
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
3
月
に
は
雛
め
ぐ
り

に
ち
な
ん
だ
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開

催
し
ま
す
。
併
せ
て
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

フ
ォ
ー
ラ
ム

■
日
時　

3
月
3
日
㈯　

13
時

15
分
〜
16
時

■
場
所　

佐
原
町
並
み
交
流
館

1
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
1
2

■
対
象　

男
･
女
チ
ー
ム
（
一

般
･
高
校
生
）（
た
だ
し
、
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
が
5

人
以
上
の
チ
ー
ム
）

■
日
時　

2
月
11
日
㈷
・
12
日

㈪　

9
時
〜

催し

Event Schedule

【暮らしの情報】

○明るい選挙啓発ポスター展
　2月21日㈬～25日㈰
○香取郡市高校書道展
　2月13日㈫の午後～18日㈰

○市民バトミントン大会　
　2月4日㈰　9時～17時
○市民ハンドボール大会
　2月11日㈷　9時～17時
○剣道審査会
　2月17日㈯　9時～17時
○佐原地区バレーボール大会
　2月18日㈰　9時～17時
○スポーツ少年団交流会
　2月25日㈰　9時～17時

○北総合唱連盟コンサート
　2月11日㈷　12時30分～16時

○えほんのじかん
　2月4日・11日・18日（いずれも日曜日）
　14時〜　4歳以上対象
○おはなしのじかん
　2月3日㈯　14時〜　小学生以上対象
　ザリガニ、夕やけこやけ、き
※蔵書点検により2月19日㈪から3月2日㈮
まで臨時休館します

○吹奏楽個人コンクール東部地区大会
　2月3日㈯・4日㈰　10時15分
○初春舞踊発表会
　2月25日㈰　9時30分開演

佐原中央公民館 ☎（55）1151

佐原文化会館 ☎（55）1161

佐原中央図書館 ☎（55）1343

香取市民体育館 ☎（55）1290

建
築
無
料
相
談

旬
の
味
を
お
届
け
し
ま
す

鶏
肉
の
梅
酒
煮

山
田
区
食
生
活
改
善
推
進
員

作
り
方

①
鶏
肉
は
余
分
な
脂
肪
を
除

き
、
身
の
厚
い
部
分
に
切
り
込

み
を
入
れ
る
。

②
ご
ぼ
う
は
皮
を
こ
そ
げ
、
20

セ
ン
チ
の
長
さ
（
鶏
肉
の
長
さ
）

に
切
り
、
さ
っ
と
ゆ
で
る
。

③
鶏
肉
の
皮
を
下
に
し
て
広

げ
、
ご
ぼ
う
を
中
心
に
の
せ
、

し
っ
か
り
巻
き
、
た
こ
糸
で
し

ば
る
。

④
鍋
に
Ａ
を
入
れ
煮
立
て
た

ら
、
③
の
肉
巻
き
を
入
れ
30
分

く
ら
い
煮
る
。（
落
と
し
ぶ
た
を

す
る
）途
中
、ゆ
で
卵
を
入
れ
る
。

⑤
冷
め
て
か
ら
一
口
大
に
切

り
、
ゆ
で
卵
を
そ
え
る
。

　

梅
酒
で
鶏
肉
を
煮
る
と
、
と
て
も
軟
ら
か
く
煮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
梅
酒
が
調
味
料
が
わ
り
に
な
る
の
で
、
簡
単
で
ま
ろ
や
か
な
味

に
仕
上
が
り
ま
す
。
煮
崩
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
鶏
肉
を
た
こ
糸
で
し
っ

か
り
と
縛
り
ま
し
ょ
う
。

材料（4人分）

●鶏もも肉………………2枚
●ごぼう…………………50ｇ
●ゆで卵…………………2個
●梅酒……………………120cc
●しょうゆ……大さじ2～ 3
●水……………………120cc｛Ａ

■
場
所　

小
見
川
高
校
体
育
館

■
定
員　

男
女
6
チ
ー
ム
程
度

■
参
加
費  

1
チ
ー
ム
3
0
0
0

円
（
保
険
料
を
含
む
）

　

2
月
7
日
㈬
ま
で
に
体
育
協

会
へ　

☎
（55）
0
0
0
3

　

香
取
養
護
学
校
の
生
徒
が
力

を
合
わ
せ
て
作
っ
た
製
品
を
頒

布
し
ま
す
。

■
日
時　

2
月
16
日
㈮　

10
時

〜
16
時
30
分

■
場
所　

イ
オ
ン
成
田
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

ガ
ー
デ
ン

コ
ー
ト
・
ス
カ
イ
コ
ー
ト

■
頒
布
製
品　

レ
タ
ー
セ
ッ

ト
、
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
、
花
か
ご
、

手
す
き
は
が
き
ほ
か

　

香
取
養
護
学
校

　
　
　
　
　
　

☎
（72）
2
9
1
1

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で

Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引
を
実
施

相
続
登
記
促
進
月
間

さ
わ
ら
雛
め
ぐ
り

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会

香
取
養
護
学
校

「
香
養
商
店
街
」

　

香
取
市
誕
生
1
周
年
を
記
念

し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
と

共
催
で
﹁
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
宅
配
便
ぐ
～
チ
ョ
コ
ラ
ン

タ
ン
小
劇
場
﹂を
開
催
し
ま
す
。

　

ぐ
～
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
の
仲

間
た
ち
や
う
た
の
お
ね
え
さ
ん

と
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

※﹁
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
﹂

に
出
演
中
の
お
に
い
さ
ん
・
お

ね
え
さ
ん
の
出
演
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
テ
レ
ビ
放
送
は
あ
り

ま
せ
ん

■
日
時　

�
月
25
日
㈰　

①
1�

時
�0
分
～
14
時
15
分
（
開
場
1�

時
）
②
15
時
�0
分
～
16
時
15
分

（
開
場
15
時
）
の
2
回
公
演

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館
（
入

場
無
料
）

■
申
し
込
み　

�
月
5
日
㈪

（
必
着
）
ま
で
に
、
官
製
往
復

は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
保
護
者
氏

名
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る

回
（
①
・
②
の
い
ず
れ
か
）、

返
信
用
表
面
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
保
護
者
氏
名
を
記
入
し
、

〒
2
8
7
ー

8
5
0
1
香
取
市

佐
原
ロ
2
1
2
7
企
画
政
策
課

﹁
N
H
K
ぐ
～
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ

ン
小
劇
場
﹂
係
へ

※
官
製
往
復
は
が
き
以
外
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

後
日
、
入
場
整
理
券
（
1
枚
で

4
人
ま
で
）
を
送
付
。
1
歳
以

上
か
ら
人
数
に
数
え
ま
す
。
応

募
は
1
人
1
通
の
み
（
①
・
②

の
い
ず
れ
か
）

※
応
募
の
際
の
情
報
は
、
抽
選

結
果
の
連
絡
の
ほ
か
番
組
・
イ

ベ
ン
ト
の
案
内
、
受
信
料
の
お

願
い
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

　

企
画
政
策
課
☎

（50）
1
2
0
6

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
7
3
1
1

お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
宅
配
便

ぐ
～
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
小
劇
場

認
知
症
を
テ
ー
マ
に

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

小見川文化会館 ☎（83）6131

© ＮＨＫ・ＮＨＫエデュケーショナル

HP
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緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
山
倉
小
学
校
は
、
み
ん
な

元
気
で
明
る
く
、
楽
し
い
学

校
で
す
。
そ
し
て
、
良
い
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
に
、
山
倉
大

神
の
鮭
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
は
、
み
ん
な
が
交
通
事
故
に

合
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
と
願
っ
て
行
い
ま
す
。
ポ
ン
ポ
ン
や
鼓
笛
隊
が
演
奏
し
な
が

ら
、
山
倉
小
学
校
か
ら
山
倉
大
神
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
す
。

先
頭
に
は
、
代
表
で
選
ば
れ
た
ふ
た
つ
の
標
語
を
プ
ラ
カ
ー
ド

に
し
て
持
ち
ま
す
。

　

今
年
は
、「
わ
た
ろ
う
よ
！
あ
な
た
を
守
る
横
断
歩
道
」「
あ

ぶ
な
い
よ　

よ
そ
見
と
び
だ
し　

ふ
ざ
け
っ
こ
」
の
標
語
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
を
願
っ
て
、
み
ん
な
元
気
に
パ
レ
ー

ド
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
で
77
人
と
い
う
少
人
数
な
の
で
、
全
員
が
全
校

児
童
の
名
前
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
休
み
時
間
や

週
に
1
回
の
「
な
か
よ
し
タ
イ
ム
」
の
時
間
で
は
、
学
年
に
関

係
な
く
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。
私
は
、
こ
の
時
間
が
大
好
き

で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
学
習
。
い
つ
で
も
、
誰

に
で
も
元
気
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
と
「
あ
い
さ
つ
活

動
」。
地
域
に
住
む
独
居
老
人
の
方
々
に
、
全
校
で
作
っ
た
手

作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
環
境
問
題
を
考
え
て
、
ア

ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、
み
ん
な
仲
良
し
の
明
る
い

学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲鮭祭りでの交通安全パレード

▲愛馬「メロディーＲ」と障害物に挑む
（昨年 8 月の全日本ジュニア障害馬術大会）

休 日 夜 間 の 急 病 診 療

学
校
自
慢

☎（55）1070
　電話でその日の内科と外科の当番医をお知
らせします。
　診療時間は日曜日と休日の19時から22時ま
でです。必ず保険証をお持ちください。

（自動音声でお知らせします）

昨
年
の
12
月
に
開
催
さ
れ
た
、
年

齢
に
関
係
な
く
国
内
の
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
選
手
が
競
い
合
う
全
日
本

障
害
馬
術
大
会
で
優
勝
な
ど
、
中

学
時
代
か
ら
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会

に
出
場
し
、
好
成
績
を
残
す
。

○
全
日
本
障
害
馬
術
大
会
に
臨

ん
だ
と
き
の
感
想
は
？

　

レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
だ
っ
た

の
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を
出

し
き
っ
て
、
い
い
結
果
が
出
せ

れ
ば
と
挑
み
ま
し
た
。

　

馬
の
調
子
も
よ
く
て
、
予
選

か
ら
良
い
結
果
が
残
せ
て
い
た

の
で
気
持
ち
的
に
も
「
い
け
る

ぞ
！
」
と
…
。
そ
れ
が
優
勝
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

○
馬
術
の
魅
力
と
難
し
さ
は
？

　

難
し
さ
は
、
自
分
ひ
と
り
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良
く
て

も
、
い
い
結
果
が
出
せ
な
い
こ

と
で
す
。
馬
術
は
人
馬
一
体
の

競
技
な
の
で
、
馬
の
性
格
や
能

力
を
十
分
理
解
し
て
、
練
習
や

大
会
の
と
き
に
引
き
出
せ
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
ね
。
魅
力
と
い
う
か
楽

し
さ
は
、
毎
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
い
る
成
果
が
大
会
で
い

い
形
で
残
せ
た
と
き
で
す
。

○
競
技
の
時
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
感
じ
ま
す
か
？

【市民のひろば】

元
気
い
っ
ぱ
い
！ 

山
倉
っ
子
！

香
取
人

か
とり
す

File.10

と

モ
ッ
ト
ー
は
馬
と
共
に
楽
し
む
こ
と

●
林

は
や
し　

忠た
だ
ひ
ろ寛

さ
ん

多
古
高
校
1
年（
沢
）

山
倉
小
学
校児童会書記

日
く さ か べ

下部　佳
か な

奈さん

　

普
段
の
練
習
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
負
け
な
い
よ
う
な
練
習
を
し

て
い
る
の
で
、
特
に
大
会
で
緊

張
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
厳
し
い
練
習
が
自
信
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
同
じ
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
同
じ

レ
ベ
ル
で
競
え
る
ラ
イ
バ
ル
が

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
い
い
刺

激
に
な
り
ま
す
。　
　

　

競
技
で
自
分
自
身
が
緊
張
す

る
と
、
馬
に
も
そ
の
緊
張
が
伝

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
楽

し
ん
で
騎
乗
し
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
目
標
は
？

　

昨
年
の
国
体
で
は
あ
と
一
歩

で
優
勝
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
今
年
は
ぜ
ひ
優
勝
し
た
い

で
す
。
ま
た
、
全
日
本
障
害
馬

術
大
会
で
優
勝
し
て
2
連
覇
を

果
た
し
た
い
で
す
。

〒
　「広報かとり」のコーナー「みて見てうちの子」に掲載するお子
さんを募集します。お子さんのちょっとした一コマや成長の記念を
載せませんか。
■対象　市内在住で平成 17 年 6 月から平成 17 年 11 月生まれのお
子さん（4 月から 9 月までの広報に掲載予定）。
■申し込み方法　2 月 5 日㈪（消印有効）までに往復はがきに保護
者の住所、氏名、電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）、性別、
生年月日を記入し、〒 287-8501 広報広聴課広報班まで（応募多数
の場合は抽選）。
※掲載の日程は後日、返信させていただきます。
※「広報かとり」掲載後は、香取市ホームページ上の「Web 版広
報かとり」に掲載されます。  　  広報広聴課　☎（50）1204

みて見てうちの子
　　掲載写真募集

パ
パ 

春
信
さ
ん
／
マ
マ 
真
理
子
さ
ん

お
祭
大
好
き
。
我
が
家
の
ア
イ

ド
ル
！

●
髙た

か
お
か岡 

諒り
ょ
う
へ
い平く

ん（
観
音
）

パ
パ 

智
さ
ん
／
マ
マ 

友
利
華
さ
ん

音
楽
が
流
れ
る
と
踊
っ
て
し
ま

い
ま
す
。パ
ズ
ル
も
大
好
き
で

す
。 ●

関せ
き
の野 

一い
ち
か華

ち
ゃ
ん（
返
田
）

パ
パ 

耕
一
さ
ん
／
マ
マ 

弘
子
さ
ん

お
姉
ち
ゃ
ん
や
お
友
達
と
遊
ぶ

の
大
好
き
‼
バ
イ
ク
も
か
っ
こ

い
い
な
ぁ
～
♪

●
末す

え
な
が永 

竜り
ゅ
う
や也

く
ん（
牧
野
）

パ
パ 

啓
幸
さ
ん
／
マ
マ 

裕
美
子
さ
ん

歌
と
ダ
ン
ス
が
大
好
き
で
す
。

●
荒あ

ら
い井 

美み

う羽
ち
ゃ
ん（
本
郷
）

パ
パ 

城
史
さ
ん
／
マ
マ 

ま
ど
か
さ
ん

外
遊
び
が
大
好
き
な
お
て
ん
ば

娘
で
す
。

●
山や

ま
む
ら村 

和わ

こ来
ち
ゃ
ん（
丁
子
）

パ
パ 

伸
一
さ
ん
／
マ
マ 

祐
美
さ
ん

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

遊
ぶ
の
が
大
好
き
！

●
三み

う
ら浦 

菜な

つ

み
津
美
ち
ゃ
ん（
大
倉
）

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

▲全校でのカレンダー作り

1歳
9カ月

　

取
材
で
府
馬
の
大
ク
ス
を
は

じ
め
巨
樹
た
ち
に
会
い
に
行
き

ま
し
た
。
は
じ
め
て
対
面
し
た

巨
樹
に
は
、
思
わ
ず
に
息
を
飲

む
威
厳
と
迫
力
が
あ
り
ま
し

た
。

　

何
に
そ
れ
を
感
じ
る
の
か
。

悠
久
の
刻
を
経
て
造
ら
れ
た
そ

の
体
の
逞
し
さ
な
の
か
、
そ
れ

と
も
人
間
に
は
な
し
え
な
い
何

百
年
も
生
き
続
け
た
と
い
う
生

命
力
に
対
し
て
な
の
か
…
。　

　

い
ず
れ
に
し
て
も
燃
料
に
す

る
た
め
に
平
気
で
森
林
を
伐
採

し
て
き
た
人
間
も
、
そ
の
森
で

一
番
の
巨
樹
だ
け
は
切
り
倒
さ

な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
に
彼
ら

に
は
何
か
神
秘
的
な
力
が
宿
っ

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

取
材
に
行
っ
た
大
ク
ス
は
、

植
物
な
の
に
動
物
の
よ
う
に
地

表
か
ら
地
上
へ
と
ず
わ
ず
わ
と

這
い
出
て
、
語
り
か
け
て
く
る

よ
う
で
し
た
。「
も
っ
と
し
っ

か
り
し
ろ
よ
」と
。　
　
　
（
K
）


